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課題名

2９イネミズゾウムシの発生生態と防除

（４）早期水稲におけるイネミズゾウムシの育苗箱施薬によ
る防除法
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、コシヒカリではイネミズゾウムシ成虫の本田への侵入が長期にわたるため
有効とされる育苗箱施薬剤の処理量及び効果持続期間を明らかにし、育苗
剤１回処理によるイネミズゾウムシの防除法を確立する。
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及び被害株率や食害度は移植直後から中干し開始まで、
ｌ区につき48株を調査（食害度は下記の基準に準拠した）。
数は移植後約６５日後にｌ区につき３株を堀取り、株洗い法
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また、加害主体の幼虫密度もほぼ完全に
できる。
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主要成果の概要
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"忍野（垂耳＝‘いが成虫密:度及び成虫による食害に及ば~９育苗箱施薬量の違第２表

画皿
０．３

００．７

０．３１．７

６．６１１．６

１
０
６
８

》
●
●
●
●

２９．３

３７．７

３２．６

１７．２

２４．８

２４．１

４
７
７
１

●
●
●
●

２
３
１
８
４
９
９
１

１
４
８
９
９
８

Ｕ●ＵＵ

０．００

０．００

０．０６

０．０４

０．１０

０．０３

Ｕ、ＵＵ

０．００

０．００

０．００

０．００

０．０６

０．０１

三雲匡蕪雲
３００．００

５．４０．０１
８０．０２

１２０．１５
１５0.17

・・２３０．２６
３００．１２
s４０．０１

）

）

灘菖デー,雨-マテ壷-W〒w毒亀７昇蔚竺三

「指導資料」に掲載した。
施薬剤は、殺虫効果と持続効果が低いの
が必要である。

除基準の
の育苗箱
体系防除

成果の評価と取扱上の留意点
３年度主要農作物病害虫防
カヤフォス等の有機リン系
表未、甑の永而徳用剤との
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Ⅵ、今後の研究上の問題点
古〆ルヌ嬬睡介件ゥン力．ヨコバイ類との同時防除効果の検討。
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